
【平成２９年８月】 

＜医療と介護の連携＞医療と介護の関係者が連携体制づくりについて話し合いを行いました        

8月 1日（火曜日）午後 6時 30分から、大崎市役所東庁舎大会議室にて「平成 29年度第 1回

大崎市地域包括ケア推進懇談会～在宅医療・在宅ケアを考える会～」を開催しました。 

この懇談会は平成 27年度から年に 3回程度、大崎市医師会、大崎歯科医師会、大崎薬剤師会を

はじめ、市内の医療・介護関係者の代表と行政の約５０名が集まり、在宅医療と介護の連携に向け

た話し合いを行い、さまざまな活動につなげています。 

 今回は、「医療と介護の情報共有を円滑にするために全体で取り組みたいこと」を主題とし、大崎

市民生部社会福祉課地域包括ケア推進室から「大崎市の地域包括ケア」についての取り組み、大崎

市在宅医療・介護連携支援センターから「医療と介護の連携」に必要なこと、大崎市医師会からＩ

ＣＴによる連携ツールとしての「大崎地区医介連ネットワーク」、大崎市民生部高齢介護課から「自

立支援型地域ケア会議」についてそれぞれ報告があり、その後グループに分かれて今後の推進に向

けた取り組みについて活発に意見交換しました。 

 

 

＜地域づくりと介護予防＞各地域を会場に大崎市地域活動サポーター養成講座がはじまりました     

 8 月 21 日（月曜日）から岩出山地域を皮切りに、平成２９年度活動サポーター養成講座が市内

全域（7カ所）で始まりました。 

この研修は、大崎市と大崎市社会福祉協議会の高齢者のつどい指導員が開催している講座で、地

域のさまざまなつどい（高齢者のつどいや、いきいき百歳体操グループ等）の代表の方や、「健康づ

くりをしながら地域で新たな活動をしてみたい」という活動に興味を持った方を対象に、各地域 3

回シリーズで「健康のための地域活動」について一緒に考え、地域ですぐに実践できる体操やレク

リエーションなどを、実際に楽しみながら学ぶ内容になっています。 

 どの会場も、日頃どのように工夫しながら集まりを行っているのか、また、それぞれのつどいが

実は見守りの場になっていることなどの意見が出されました。 

 みなさんも、自分の身近な地域の活動にぜひ参加してみませんか？ 

（問い合わせ）大崎市民生部高齢介護課 電話 0229‐23‐6085 

 

 

 

 



その他の主な取り組み 

＜地域を支える仕組みづくり＞ 

8 月 3日（木曜日）午後 1時 30分から開催された松山地域行政区長会にて、大崎市民生部社会

福祉課地域包括ケア推進室の職員が、地域包括ケアシステム及び地域支援コーディネーターの役割

と取り組みについて説明  

＜地域を支える仕組みづくり＞ 

8 月 4日（金曜日）午後 1時から開催された池月地区民生委員児童委員協議会にて、大崎市民生

部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が地域包括ケアシステムについて説明し、その後に池月地

区の地域づくりについて話し合い 

＜地域を支える仕組みづくり＞ 

8 月 7 日（月曜日）午後１時 30 分から開催された松山地域民生委員児童委員協議会にて、大崎

市民生部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が、地域支援コーディネーターの役割と取り組みに

ついて説明 

＜地域を支える仕組みづくり＞ 

8 月 8日（火曜日）午後 1時 30分から開催された古川東地区民生委員児童委員協議会にて、大

崎市民生部社会福祉課地域包括ケア推進室の職員が、地域づくりと介護予防について説明 

＜医療と介護の連携＞ 

8 月 10 日（木曜日）栗原市の視察受入（大崎市在宅医療・介護連携支援センターの取り組みにつ

いて） 

＜医療と介護の連携＞ 

8 月 10日（木曜日）午後 6時 30分から古川商工会議所にて、大崎薬剤師会が「大崎地区医介連

ネットワーク」（MCS メディカルケアステーション）研修会を開催 

＜地域ケア会議の推進＞ 

8月２４日（木曜日）午後 4時から平成 29年度第 3回大崎市自立支援型地域ケア会議を開催 


